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国際医療研究開発事業: 2019/4/1-2022/3/31
外国生まれ結核患者の臨床疫学研究および医療体制モデルの構築
に関する研究
代表機関: NCGM、協力機関: 結核研究所、順天堂大学など
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どの移住プロセスにおいても切れ目のない結核対策モデルを構築し、
早期発見、治療完了率の向上及び国内外における2次感染の増加抑制に貢献

NCGM国際医療研究開発費: 外国生まれ結核患者の臨床疫学研究および
医療体制モデルの構築に関する研究: “国境を跨いだ結核対策モデル”

(主任研究者: NCGM呼吸器内科 高崎仁)

日本の保健医療機関
への受診・治療

外国出生結核患者への治療・
療養支援（外来・入院）
・臨床疫学研究
・医療通訳研究
・外国出生結核患者へ
の治療・療養支援力
の向上に役立つ事例検
討・成功事例の普及
・医療・療養支援モデル
の構築と提言

多言語対応・社会的支援など

移住者コミュニ
ティと連携した
啓発・早期発
見・早期受診支
援

日本での生活
国外へ移動する
場合の受診
（治療中の帰国時）

RITの結核医療国際連
携支援(BTBC)と連携

母
国
の
結
核
医
療
、
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
の
強
化 入国前

入国前結核スク
リーニング
（アジア6カ国
等が対象。日本
政府が順次開始
予定）

臨床の観点及び他
国との比較調査に
基づき、本制度へ
の提言(NCGM)
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外国出生結核患者の動向と
国境を跨ぐ最新の取り組み

李 祥任（り さんいん）
公益財団法人 結核予防会結核研究所
臨床疫学部/入国前結核スクリーニング精度管理センター(CJPQA)(併任), 研究員

国立国際医療研究センター国際感染症センター 客員研究員

2022年2月18日(金)
実務に役立つ!外国出生結核患者の診療・療養支援ウェビナー

発表構成
1. 日本における外国出生結核患者の動向
2. 外国出生結核患者が直面する課題・言語の壁
3. 国境を跨ぐ最新の取り組み
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（グラフ作成: 結核研究所 臨床疫学部）

外国出生者が占める割合が増加傾向

（グラフ作成: 結核研究所 臨床・疫学部）

割
合(

%)

患
者
数(

人)

外国出生新登録結核患者数と全患者に占める割合、2010-2020
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外国出生者の結核：アジア出身の若年層が多い

外国出生結核患者の上位6カ国がアジアで、
全体の80％を占めている。

出生国別新登録外国出生結核患者, 2020（n=1411) 年齢階層別外国出生新登録結核患者数,
2020 (n=1,411)

20代が外国出生患者の約52％を占めており、
若年層が多い。

（グラフ作成: 結核研究所 臨床・疫学部）

2018 (n=1,174) 2019 (n=1,104) 2020 (n=915)

1年未満 1-2年 3-5年 6-10年 11年以上

日本に入国後2年以内に結核を発病・診断される人の割合が多い

図 日本入国後、結核と診断されるまでの年数, 2018-2020年登録外国出生結核患者、年別

(グラフ作成: 結核研究所臨床・疫学部）

外国出生結核患者の
約40%が日本入国後
2年以内に結核を
発病・診断

注: 母数から入国年不明は除いた。

約51% 48%
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外国出生結核患者: “多剤耐性”と“治療中の転出”
最後まで治療が完了できるよう多機関連携による支援を

主な結核治療薬が効かない「耐性結核」や
「多剤耐性結核」の割合が日本出生者と比
較して大きい。

*

2020年新登録培養陽性肺結核患者のうち感受性検査*
結果が判明していた者の感受性検査結果

日本出生

外国出生

出生国別結核患者の治療成績、
2019年登録者

1.2

（表・グラフ作成: 結核研究所 臨床・疫学部）

結核の治療成績において、日本出生者と比
較して治療中の「転出」の割合が高い

転出
14.3％

2. 外国出生結核患者が直面する課題
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-帰国後にどこで
結核医療を
受けられる？
-医師に見せる
紹介状は何?

-この書類は何!？

もしも、結核治療中に
帰国の場合…

治療完了結核の診断 結核の治療

言語の壁

熱が落ち着いた
ので、これで少
し様子をみま
しょう。日本の

医療や
支援情報
の欠如

強制送還の恐怖

所持金・貯金がほとんどない・来日に伴う借金

え、私が結核に？結核は何?
病状・治療方針の理解が困難

仕事は…
医療費
は… 学校は…

不安・ストレス・絶望感・不信感

日本の医療制度の理解が困難

外国出生結核患者が直面する課題とは？
-結核の症状発現から治療完了まで-

無保険

在留資格の期限

あなたなら、どうしますか?
訓練されていない職場関係の通訳者が通訳を
担当し、誤訳。(訓練された医療通訳者が不
在)
医師が検査結果を日本語で説明した結果、患
者が誤解。患者は、日本での治療に疲れて、
帰国したいと思い詰めた。(患者は日本語で
簡単な日常会話は可能)
感染性のない肺結核で通院治療が可能だった
が、職場の理解がなく、患者は日本で治療や
仕事を継続できなくなった。(医師は、感染リ
スクの可能性について説明を求められた。
患者は「保健師に相談した。」と言う。)

患者の社会生活、キャリアに
影響を与える恐れ
個人だけではなく、組織、社会、
両国にとっての不利益

患者だけではなく、保健医療従事者も個人・組織として、日頃からリスクに備えましょう。
医療安全と患者の人権の尊重のために、支援の引き出しを増やすのは、今！
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120
50 400

©NSW Health Western Sydney Local Health District

多文化国家の
オーストラリアにおける
地域保健行政の取り組み

NNSW州保健局「医療通訳者の利用における標準手順書」(2017年改定）

・公立保健医療機関・保健行政を対象に政策指示文書として発出
・英語を母国語としない人へも公平に医療サービスの提供を
・患者への説明と同意には医療通訳者が必須（患者の個人情報保護の観点も含む）であること、

利点などを説明。
・医療の質と医療安全の確保: 正確な診断、誤解や不要な検査を防ぐ、診療時間の短縮等

・医療通訳者を依頼する権利は患者と医療従事者の双方にある。
・医療通訳者を利用すべき場面や医療従事者と通訳の役割

専門性を有する医療通訳者の活用は
医療安全と保健医療機関を守るリスクマネジメント

当政策の法的根拠（州法）
・プライバシー及び個人情報保護法（1998年）; 健康に関する個人情報はその本人から直
接収集しなければならない。

・差別禁止法(1977年)：平等な医療アクセス
・2000年コミュニティ調整委員会及び多文化主義の原則に関する法律*

＊Multicultural NSW Act 2000 (2014年に改名）

: NSW Health. Interpreters – Standard Procedures for Working with Health Care Interpreters. Policy Directive. PD2017_044. Health and Social Policy. 19 December 2017.
: . Part , 2. : , , - -. . 164 -168 .
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患者中心の医療とは…?
意意思決定の中心は患者本人

患者支援者

円滑な患者との
コミュニケーション
によって診療が効率的に

医師が話す際に、
・文章を短く、簡潔に話す
・絵に書いて説明する、等
の工夫があると、医療通訳者・患者の
理解に役立ちます。

項目 通訳代行者*の場合 医療通訳者、さらに結核医療通訳の研修を
受受けた医療通訳者の活用の利点

基礎的な医療用語（診断名含む ） 習得していない 習得している
通訳の正確性 曖昧な場合が多い 正確に通訳を行う。わからない用語や内容

はその場で「わからない」と言える。
公費負担等の医療制度の理解 ? 基本的な情報を理解している
医療通訳者の倫理教育・中立性 なし 通訳者の意見を患者の意見に混ぜない
守秘義務 ? 守る
利害関係 あることが予想される なし
＊所属先や業務関連の関係者、家族・知人・友人など通訳を一時的に
代行する者で、日本語のわかる同行者

誰に必要か？
外国出生者、自宅で使用する言語が日本語以外の人、患者・保健医
療従事者それぞれのニーズの確認
本人が一番理解できる言語の見極めを。

医療通訳を活用すべき患者の
アセスメントと医療通訳者の活用について

医療通訳は不要？
患者が日本語ができると言うから…
患者が医療通訳は不要と断るから…
患者が自分自身の状況や日常生活の話

ができるから…
説明後に患者が「わかった」と言うか

ら…
医療通訳の活用が特に重要な場面

初診・病歴聴取・IC・診断・検査結果
説明・治療計画・退院指導等

特に重要な診療場面・
服薬確認時等では

要注意！
医療通訳の活用を！

続きは参考資料
をご参照スライド作成: 国際医療研究開発事業「外国生まれ結核患者の臨床疫学研究および医療体制モデルの構築に関する研究」チーム（主任研究者：高崎仁）.
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結核予防会の多言語結核電話相談
無料で遠隔医療通訳も！

3. 国境を跨ぐ最新の取り組み
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社
会
で
支
え
る
・
取
り
組
む

全移住プロセスを考慮し国境を跨ぐ取組みが必要

日本へ移住後の
社会生活・保健医療

移住前の
母国での生活

帰国・国外 移住等

日本国内での生活・転居等

アジア諸国・国内の結核対策関係機
関と連携し、母国へ帰国する結核

患者の治療継続を国際支援
日本への入国前結核
スクリーニング事業

ベトナム人向けの結核・COVID-19オンライン
セミナー開催と動画配信。ベトナムメディアで
の啓発。早期発見・早期受診支援。

・予防啓発・結核健診の普及
・患者の治療・療養支援
・多文化・多言語対応
・多機関連携

保健行政・医療機関 職場や学校
・社員・実習生・学生の健康管理・定期健診
・発病時の受診・治療継続支援
・業務・履修を維持するための調整・両立支援
・精神的な支え

移住者コミュニティ・メディア・支援団体等との連携

スライド作成: 国際医療研究開発事業「外国生まれ結
核患者の臨床疫学研究および医療体制モデルの構築に
関する研究」（主任研究者：高崎仁）,26 Jan, 2022.

入国前結核スクリーニング

図. スクリーニングの流れ
引用: 厚生労働省. 入国前結核スクリーニングの実施について. 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou
/kekkaku-kansenshou03/index_00006.html

スクリーニングの概要
日本政府は、日本における結核登録患者数が
多い国の国籍*を有し、「中長期在留者」
（再入国許可を有する者を除く。）として
日本へ入国・在留しようとする者**を対象に、
入国前結核スクリーニングを実施する制度を
導入することとした。
（2022年2月現在、準備中）

*フィリピン、ベトナム、中国、インドネシア、
ネパール、ミャンマー。
**一部対象外の者もいる。

入国前結核スクリーニング精度管理センター
(CJPQA)は、厚生労働省による「日本入国前
結核スクリーニング事業」を委託して実施す
るため、結核研究所内に2020年4月に設立。
詳細ページ
https://jata.or.jp/outline_jpets.php

（スライド作成: 結核研究所 CJPQA）
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結核研究所が2019年から研究事業として運営する結核医療国際連携

日本で結核治療中に母国で治療を続けることを決めた患者さんの治療とケアが途切れな
いよう、母国に戻った患者さんが最後まで結核治療を完了できるよう支援。

さらに、母国における患者さんの最終的な治療成績を確認。

対象者：フィリピン、ベトナム、ミャンマー、インドネシア、ネパール、バングラディ
シュ、中国、韓国などの出身の結核患者。

BTBCは、日本(保健所や医療機関)と、患者さんの母国の関係機関(国家結核対策プログ
ラム窓口、医療機関等)との連絡調整を行い、患者さんを支援。

BTBCへの申請：日本の保健所から

(BTBC)

（スライド作成: 結核研究所 臨床疫学部）

BTBCの支援プロセス

日本での結核治療

患者様

国内医療
機関

支援者*

保健所

患者様

現地医療
機関

BTBCの
現地協力者

国家結核対策
プログラム

支援者*

Japan [備考]点線の矢印は、ケースに応じて必要な場合。
＊ 家族・親族、同僚、所属先の関係者、支援団体、
関連機関など。

日本出国前の医療連携の
調整

日本への再入国

紹介結核患者治療終了状況
(2021年5月末時点)

39名帰国
うち、36人の帰国後の
受診を確認(92.3%)

→その後3名治療中断
(各1人RR-TB、MDR-TB、
LTBI)

引用：大角ら.第96回日本結核・非結核性抗酸菌
症学会総会・学術講演会. 2021年６月.

母国での医療
アクセス支援

治療完了迄のフォローアップし、
治療成績を日本の保健所に
フィードバック

（スライド作成: 結核研究所 臨床疫学部）
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支援の事例:
帰国後にいろんなことが起きており、母国といっても患者さんは必死です。。。

帰国後に医療紹介状がわからなくなった。

母国での新型コロナウイルス感染症に対す
る特別な医療提供体制により、地元の結核
診療機関を受診できなくなり困った。

腹膜結核で日本では外来通院していたが、
地元の結核診療機関を受診したところ、
肺の精査が必要と言われ入院となった。

保険証の再発行の準備なく、医療紹介状も
忘れて受診したところ、多額の医療費を請
求された。

ベトナムで処方された結核治療薬
左：IHNとRFPの合剤、右はEB

こんなに請求されました・・・

え、保険なしで診療受けたの!?

「母国へ帰ります…」 患者が語った理由は様々
孤独な長期入院生活で疲れたから。両親がとても心配しているから。
肺外結核で今までの仕事・実習先での業務が継続・復職できなくなったから。軽度の仕
事に切り替えられなかったから。
感染性がない肺結核で外来通院できたが、実習先から「肺結核なのであなたはここでは
働けない、寮にも住めない」と言われたから。
入院したために技能実習期間が足りず、資格要件を満たさなかったため、滞在が延長で
きなくなったから。
日本で自分の結核治療を引き受けられる転院先が見つからない状況が続いたから。
病状への不安が増して日本での治療生活に疲れたから。(補足：日本語による医師の説明
を誤解していた。）

ご本人が納得の上での帰国か、保健医療機関と患者間で十分なコミュニケーションを。
医療通訳者が入ることで、中立的な立場で状況整理の助けに。
患者の状況整理や治療継続に関わる雇用関係や社会的課題の解決のため、該当する
多職種・多機関関係者間での調整・連携を。

19 



-移住者・外国人コミュニティと
連携した結核対策-

早期受診
早期診断
早期治療

ベトナム人のSNSや
ソーシャルメディアを
通じた 啓発・普及

健診受診の促進
早期発見

①
該
当
す
る
支
援
情
報

先
に
つ
な
げ
る

結核のリスクコミュニケーションにより
結核に対する知識や意識を高めて「日頃からの備え」と保健行動を

保健医療関係者・研究者

メディア
(ベトナム・日本)

仏教団体・僧侶

支援団体

医学生・学生

大使館

[啓発メッセージ]
-早期の医療アクセスで結
核による重症化を防ごう
-症状がなくても定期健診
を
-結核についてベトナム語
でここに相談できます。
-他、成功事例の紹介等。
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まとめ
全ての移住プロセスを考慮した結核対策・患者支援が必要
外国出生結核患者の円滑な医療・療養支援のためには、患者が理解
できる言語によるコミュニケーションと多職種・多機関連携を
医療通訳資源の地域格差を緩和するために、全国レベルの公的医療通訳
の整備を
対面、遠隔など現場で最適な医療通訳方法の活用を
患者が転居先でも結核治療を完了することは、世界と日本の結核対策に
貢献
海外からの移住者・外国人コミュニティと共に、移住者の結核・健康課
題に取り組む重要性

謝辞
経験を共有してくださった患者様、各研究事業関係者及び事業にご参加・
ご協力くださっている全ての関係者にこの場をお借りして、
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結核研究所：加藤誠也所長、座間智子科長、他
国境を越えて移動する結核患者の医療継続支援制度構築とその有用性の評価研究事業;Bridge TB
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研究員, 河津里沙）及び関係機関・関係者の皆様
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参考資料

日常生活の会話ができるだけで、患者が医療用語を用いた
語学力を有すると思い込むのは要注意

日本語の理解度が不確かな場合はアセスメントを
医療従事者が説明をした内容を十分理解し、会話が成立するか？
患者自身が日本語で理解した内容を、正確に復唱できるか？

本人が「医療通訳が不要」と話す場合でも、「医療用語は難しい用語も
多いため」という理由を説明し、可能であれば一度は医療通訳を活用して、
本人の理解度のアセスメントを。

訓練された医療通訳者と通訳代行者の違い
医療通訳を円滑に活用するためには?
医療従事者側のコツとは？
医療通訳資源がない場合には?
遠隔通訳の活用について
機械通訳機の質と留意点
同音異義語の課題 例）「採血をします」「採決をします」
発音記号が読めない母国語の間違った翻訳例;「結核」 「ラオス」

医療通訳を活用すべき患者のアセスメントと医療通訳者の活用について（補足）

スライド作成: 国際医療研究開発事業「外国生まれ結核患者の臨床疫学研究および医療体制モデルの構築に関する研究」チーム（主任研究者：高崎仁）.
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スライド: Lee et al. The 25th Congress of APSR. Kyoto. 20-21 Nov, 2021を元に和訳
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スライド引用：李ら. 第80回日本公衆衛生学会総会. 21-23 Dec,

26 



27 



28 



29 



30 



31 



32 



33 



34 



VFR

35 



36 



37 





39 



40 



41 



42 



43 



44 



45 





47 



	���
�������������������
����b	Cce

��
gla>6cis glgh3ma>-2.�
gh3ma>6ce"TgY),B8:l'nS49a>$*E3mZX
0L1'G]&;%+a>@
maa>l�Ii t �glgh3ma>-2.� b=<`5 
h\a>l�k Ta �B8a>onS49g!

���
gla>6cisglgh3ma>-2.�"TgY),B8:l'nS49a>
$*E3mZX0L1'G]&;%+a>�Iid @Nj@
_?^rQAcM������
-����	�	����
�(� [f ��1��.��)�:�81�1.803182�.���07�


	20220913報告書web用.pdf
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